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平成２４年第７回岩沼市議会定例会の開会に当たり、議員各位には何

かと御多用のところ御出席をいただき、ありがとうございます。 

本定例会に提案いたしております議案の提案理由を申し上げます前に、 

市政の概要について御報告いたします。 

派遣職員の受入れ状況 

派遣職員の受入れ状況について申し上げます。 

復旧復興のための関連予算は、震災以前の市の予算を大きく上回り、

通常業務を行う一方で、その膨大な復興業務を円滑かつ迅速に遂行する

ためには、市職員が全力で取り組むだけでは極めて困難な状況にありま

す。このため、現在、全国１４の自治体から専門的な知識や経験を有す

る職員を１８名派遣していただいております。 

しかし、全体の業務量に対して、なお職員が著しく不足している状況

にありますので、復興事業を加速させるためにも、今後ともあらゆる機

会を捉えて職員派遣の要請を行ってまいります。 

メガソーラー事業 

メガソーラー事業について申し上げます。 

 去る１０月２５日、岩沼市復興整備協議会を開催し、メガソーラー事

業に必要な農地転用に係る土地利用方針の農林水産大臣同意を得たこと
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により、当該事業を盛り込んだ岩沼市復興整備計画を、１１月２日に公

表いたしました。 

 また、事業者においては、１０月９日に事業主体となる「いわぬま臨

空メガソーラー株式会社」を設立し、関係機関と協議調整を図るなど、

事業計画が着実に進捗していると伺っております。 

 市といたしましても、被災土地の活用による被災者支援、雇用創出及

び地域振興などの実現を目指し、今後とも事業者と連携を図りながら、

事業の具現化に取り組んでまいります。 

「奥の細道」岩沼サミットの開催 

 「奥の細道」岩沼サミットの開催について申し上げます。 

 松尾芭蕉の奥の細道紀行３００年を節目として、ゆかりの市町村並び

に関係機関が連携し、芭蕉翁の業績を顕彰するとともに、郷土の歴史文

化を地域の活性化に結びつける趣旨で奥の細道サミットが設立され、毎

年構成市町村の持ち回りにより、関連する催しが行われております。 

 このような中で、来年の第２６回サミットは、岩沼市を会場として開

催されることが決定されましたので、仙台宮城デスティネーションキャ

ンペーンとも期を同じくしながら、復興の道のりを着実に進む市の姿を

全国に発信する良い機会になるよう、準備を進めてまいります。 
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市税等のコンビニ収納 

 市税等のコンビニ収納について申し上げます。 

 多様な納税環境の整備及び収納率向上対策の一環として、市税等のコ

ンビニ収納について、導入の検討を進めてまいりましたが、コンビニエ

ンスストアの営業時間や納付手続きの迅速化などの利点を踏まえ、平成

２５年度から導入することにいたしました。 

その準備作業として、電算システムの改修や納付書様式の変更等を要

しますので、今議会に提案の補正予算に所要額を計上しております。 

大震災等大規模災害発生時におけ

る施設使用に関する協定 

大震災等大規模災害発生時における施設使用に関する協定について申

し上げます。 

去る１０月１６日、市と岩沼警察署との間で、「大震災等大規模災害

発生時における施設使用に関する協定」を締結いたしました。 

 この協定は、大震災等大規模災害が発生し、同署の建物が使用不能に

なった場合、消防本部庁舎の一部を代替施設として使用するという内容

を定めたものであります。 

 このことは、大災害時の交通・治安・災害対策等の警察業務を滞りな
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く遂行するための一助となり、市民生活の安定にも寄与するものと考え

ております。 

仙台空港滑走路内における不発弾

対応 

 仙台空港滑走路内における不発弾対応について申し上げます。 

 仙台空港滑走路内において、１０月２９日に不発弾が発見されたこと

を受けて、市では、同日に「仙台空港滑走路不発弾対策本部」を設置し、

エフエムいわぬまや広報車などにより繰り返し市民への周知を行うとと

もに、関係機関との連携を密にしながら情報の収集にあたってまいりま

した。 

 その後、関係機関で組織する合同対策本部において、不発弾処理の方

法や日程等に関する方針が示され、１１月１４日、自衛隊による処理作

業が行われましたが、結果的に影響はありませんでした。 

市民活動サポートセンターの開設 

市民活動サポートセンターの開設について申し上げます。 

昨日、１２月３日、旧勤労青尐年ホームの１室を活用し、市民活動サ

ポートセンターを開設いたしました。 

 市民活動サポートセンターは、市民活動を支援する拠点として、情報
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の受発信や相談機能などを有し、展示スペース、情報サロン、インター

ネットスペース等を配置しております。 

 今後、当センターの試行運用を通じ、利用者のニーズ等の把握に努め

つつ検証を行い、本市に合った施設運営のあり方を検討してまいります。 

デラウェア州知事の来訪 

 デラウェア州知事の来訪について申し上げます。 

 宮城県と姉妹州県の関係にあるアメリカ合衆国デラウェア州のマーケ

ル知事が、１２月１０日から１２日まで来県し、１１日には東日本大震

災被災地の視察のため、本市を訪問されることになりました。 

 州知事には、これまで中学生海外派遣事業等に格別の御支援をいただ

いておりますことから、来訪時には、本市の復興状況等をご覧いただき、

これを契機に市と州都ドーバー市との交流等をなお一層深めていきたい

と考えております。 

東日本大震災に係る市独自支援策

の追加 

東日本大震災に係る市独自支援策の追加について申し上げます。 

 市の独自支援策については、これまで、防災集団移転促進事業におけ

る土地賃料相当額の補助や、住宅建設資金等利子補給対象者の拡大など
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の制度を創設いたしましたが、更に円滑な生活再建を進めるため、防災

集団移転促進事業による移転促進区域を除いた津波浸水区域において、

住宅を再建する際の宅地嵩上げに対する補助を行うことにいたしまし 

た。 

復興交付金事業計画 

 復興交付金事業計画について申し上げます。 

 東日本大震災復興特別区域法に基づく復興交付金については、防災集

団移転促進事業や市道沿線盛土、避難路整備事業等に係る所要経費を 

１０月１７日付けで、第４回目の申請をしておりましたところ、１１月

３０日、復興庁から１３９億１，１３９万９，０００円の交付可能額通

知を受けました。これは、申請額に比して約４４パーセントという状況

でありましたので、次回の申請までに本市復興事業の必要性を十分関係

機関に説明しながら、財源確保に取り組んでまいります。 

 なお、復興事業の財源は、国の復興交付金を充当し、その対象となら

ない経費については、市費による負担となり、その負担分については、

交付税措置がなされると国から伺っておりますが、なお不透明な部分が

あることから、市の財政負担の増大が懸念される状況にあります。 

 今後とも、国の財源措置等の情報収集を行うとともに、復興に関する
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交付金や制度を十分活用し、本市の復興を加速させてまいりたいと考え

ております。 

平日夜間初期救急診療事業 

平日夜間初期救急診療事業について申し上げます。 

 去る１０月２６日に岩沼市、亘理町、山元町、岩沼市医師会、亘理郡

医師会及び総合南東北病院の関係６者間で本事業に関する協定を締結し、

１１月５日から診療を開始しております。 

 総合南東北病院の１階に開設した初期救急外来は、平日の午後７時か

ら１０時まで、小児科を除く外来の急患に対応しており、診察は岩沼市

医師会、亘理郡医師会等の医師が当番で担当しております。 

 １１月中の受診実績は、１日平均３人強となっておりますが、今後と

も地域住民の安全安心の確保に努めてまいります。 

成人用肺炎球菌ワクチン助成 

成人用肺炎球菌ワクチン助成について申し上げます。 

 高齢者の肺炎の重症化を防止するために有効なワクチンとして、日本

感染症学会をはじめとする各種学会のほか、国の機関においても推奨し

ている成人用肺炎球菌ワクチンについて、平成２５年１月より接種費用

の一部助成をすることにいたしました。 
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 助成手続きの詳細については、医師会と協議中ですが、７０歳以上の

市民を対象に１回の接種につき３千円を限度に助成する予定であります。 

自然共生・国際医療産業都市整備 

自然共生・国際医療産業都市整備について申し上げます。 

 本事業の具現化にあたり、医療や健康などの関連産業をはじめ、先進

的な医療等を担う研究機関の情報などを総合的に調査分析する必要があ

ることから、公募型プロポーザル方式により、コンサルタント会社の選

定を行ってまいりました。 

 その結果、提案内容、組織体制等を総合的に勘案し、株式会社三菱総

合研究所を選定し、現在、基本構想の策定に向け、地元企業との連携方

策等についての検討を行うとともに、企業や研究機関への進出可能性調

査及び関心のある企業や研究機関へのヒアリングを始めております。 

 こうした検討を踏まえ、来年３月まで本市の基本構想として取りまと

めることにしております。 

東保育所の整備 

東保育所の整備について申し上げます。 

 来年４月、仮設での再開を目指し、大手の民間企業及び系列プレハブ

メーカーの多大なる御支援等をいただき、１１月中旪に建設工事に着手
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いたしました。 

 来年２月末には施設の引き渡しを受け、その後、再開に向けた準備作

業を進めてまいります。 

東部地区のほ場整備事業の進捗 

東部地区のほ場整備事業の進捗について申し上げます。 

 現在、東部地区のほ場整備事業の実施に向けて、各集落における説明

会と併せて岩沼市東部地区水田土地利用改善推進協議会役員会も開催し、

基本計画の策定や換地評価委員の選出等を行っております。 

 １２月下旪からは、関係する地権者の皆様から同意をいただく手続き

に入り、早期の事業着手に努めてまいります。 

被災事業者向け仮設施設整備事業 

被災事業者向け仮設施設整備事業について申し上げます。 

 東日本大震災により事務所や工場などに被害を受けた中小企業事業者

への復興支援策として、独立行政法人中小企業基盤整備機構が事業主体

となり、仮設施設整備事業が行われております。 

 本市においても、市内事業者から設置の要望がありましたので、整備

について関係機関と調整を進め、来年度の早い時期に仮設施設での事業

の再開ができるよう、引き続き支援を行ってまいります。 
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放射性物質等の測定状況 

放射性物質等の測定状況について申し上げます。 

 市では、放射性物質に対する不安の解消のため、給食食材や家庭菜園

の野菜など自家消費の食品・土壌等の放射能の簡易測定を実施しており

ますが、一部の山菜・きのこ類を除き、基準値を超える放射性セシウム

は、検出されておりません。 

 また、空間放射線量率についても、市内２４カ所の測定地点で低い値

で推移しており、その結果については、市のホームページ等で随時公開

しております。 

 今後、線量率に大きな変化などがあった場合については、必要な対策

を講じることにしております。 

新火葬場の建設 

新火葬場の建設について申し上げます。 

 改めて、各町内会から建設候補地の公募を行ったところ、３町内会か

ら４カ所の応募がありました。今後は、専門家の意見を伺いながら、候

補地の調査や評価などを行うことにしております。 

 この調査結果等を踏まえて、建設用地として適地かどうかの判断を行

ってまいりたいと考えております。 
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駅前整備事業 

駅前整備事業について申し上げます。 

 市の長年の懸案でありました駅前整備事業につきましては、地権者の

皆様などの御協力をいただきながら平成２０年度より事業を推進してま

いりましたが、今月中に工事が完了する見込みでありますことから、議

員各位をはじめ関係者の皆様の御出席を賜り、年内に工事の完工式を予

定しております。 

県道岩沼停車場線の都市計画変更 

県道岩沼停車場線の都市計画変更について申し上げます。 

 県道岩沼停車場線の都市計画変更については、去る１１月８日に開催

された県都市計画審議会において、道路幅員の変更が決定されましたこ

とから、引き続き、事業主体である県との連携により早期完成に努めて

まいります。 

多重防御に係る道路嵩上げ及び避

難路の整備 

多重防御に係る道路嵩上げ及び避難路の整備について申し上げます。 

 津波の威力を軽減するための多重防御策の一つとして、南北道路の嵩

上げ及び東西避難路の整備を推進しております。 
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 具体的な道路の整備位置等については、地権者など関係者の方々の御

意見を伺いながら方向付けをすることにしておりますが、去る１１月 

１８日から２６日までの間に、延べ８回の説明会を開催いたしました。 

 なお、今後は地権者の皆様を対象に、用地買収等の説明会を開催し、

平成２５年度からの工事着手に努めてまいります。 

東部地区雨水排水対策 

東部地区雨水排水対策について申し上げます。 

 東部地区雨水排水対策として復興事業に掲げる、三軒茶屋・二野倉・

矢野目の各地区の排水路及び排水機場の整備については、防災集団移転

促進事業や津波からの多重防御関連事業などと一体的に推進する必要が

あることから、地方共同法人日本下水道事業団へ業務を委託し、一日も

早い完成に向けて取り組んでまいります。 

防災集団移転促進事業 

防災集団移転促進事業について申し上げます。 

 去る９月１９日、玉浦西地区まちづくり検討委員会より、「まちづく

り方針及び土地利用計画」について報告を受けました。この内容を踏ま

え、各地区の代表者及び検討委員の皆様を中心として、地区ごとに個人

がお住まいになる画地を決定していただきました。 
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 また、三軒茶屋西地区につきまして、１０月末に用地取得が完了した

ことから、去る１１月３日、本市防災集団移転促進事業の第１号として、

市と関係者が土地売買契約及び土地賃貸借契約書の取り交わしを行いま

した。 

災害公営住宅建設事業 

災害公営住宅建設事業について申し上げます。 

 災害公営住宅については、玉浦西地区まちづくり検討委員会の御意見

等を踏まえ、防災集団移転地内の３カ所程度に分散し、これまでの地域

コミュニティを確保する計画としております。 

 なお、本事業の実施にあたり、平成２４年９月２８日付けで県知事と

「東日本大震災による災害公営住宅整備に係る業務施行に関する協定」

の取り交わしを行いましたことから、今後、県の支援をいただき、平成

２５年度末の入居を目標に、基本設計や実施設計などを進めてまいりま

す。 

住宅再建相談事業 

 住宅再建相談事業について申し上げます。 

 集団移転先である玉浦西地区に隣接する区画整理地内において、東日

本大震災により被災し、住宅を再建される方々を支援するため、住宅再
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建に関する行政相談や専門家による住宅、法律、金融等の相談事業を行

います。 

 これは、ハウスメーカーが設置する予定の住宅展示場センターハウス

内の一部を借り上げて相談事業を行うことにより、実際に間取り等を見

たり、様々なメーカーを比較しながら相談できるなどのメリットを活か

し、より効果的な支援を行うことができるものと考えております。 

県道岩沼海浜緑地線仮設歩道設置 

 県道岩沼海浜緑地線仮設歩道設置について申し上げます。 

 集団移転先の玉浦西地区に隣接する県道岩沼海浜緑地線については、

造成工事や海岸工事などに従事する車両等の増加に伴い、歩行者や自転

車の通行の安全確保が課題となっておりました。このため、仮設歩道の

整備を行い、去る１０月２９日から通行を開始いたしましたが、引き続

き安全の確保に努めてまいります。 

「千年希望の丘」整備事業 

 「千年希望の丘」整備事業について申し上げます。 

 千年希望の丘を含むメモリアルパークの整備については、復興交付金

対象事業としての採択に向けて、事業規模や整備方針について関係機関

と調整を進めておりますが、早期に千年希望の丘のモデルとなる１基を
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計画地に築造するため、今議会に所要の補正予算を計上しております。 

夢・あこがれプロジェクト 

夢・あこがれプロジェクトについて申し上げます。 

 去る１１月２日、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団とサントリー

芸術財団のご厚意により、岩沼西小学校、岩沼北中学校、そして市民会

館において、「ウィーンフィル・コンサート」を開催いたしました。 

 子どもたちは、世界一流の音楽に触れ、将来の夢やあこがれにつなが

る感動を味わうとともに、市民の方々にも楽しんでいただけたものと思

います。 

岩沼西中学校男子駅伝チームの全

国大会出場 

 岩沼西中学校男子駅伝チームの全国大会出場について申し上げます。 

 西中男子駅伝チームが、去る１０月３日の宮城県中学校駅伝競走大会

において優勝し、１２月１６日に山口県で開催される「全国中学校駅伝

大会」に出場することになりました。 

 また、去る１１月３日に岩手県で開催された東北駅伝大会においても

準優勝と、復興元年希望の年にふさわしい優秀な成績を収めました。 

全国大会においても、生徒たちが持てる力を十分に発揮できるよう、
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市といたしましても支援してまいります。 

いわぬまエアポートマラソン 

いわぬまエアポートマラソンについて申し上げます。 

 去る１２月２日に、第２１回いわぬまエアポートマラソンを、「復興

元年 みんなの走りが復興の力に」とのスローガンのもと、県内外から

１，５６０名の参加申込をいただき、盛会裏に終了することができまし

た。 

続きまして、承認第７号、承認第８号、議案第６９号から議案第７３

号まで及び議案第７７号から議案第８７号までの提案理由を申し上げま

す。 

承認第７号については、平成２４年度岩沼市一般会計補正予算（第４

号）で、歳入では、衆議院議員総選挙に伴う国庫委託金の増、歳出では、

衆議院議員総選挙に伴う選挙費の増により、歳入歳出とも「１,７０４万

７,０００円」を追加し、総額を「５９６億７,６３３万３,０００円」に

したものであります。 

承認第８号については、戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業（小川

地区）の施行による岩沼市と名取市の境界変更に係る総務大臣の告示に

当たり、地方自治法第７条第５項の規定に基づき境界変更に伴う財産処
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分に関する協議を行ったものであります。 

 議案第６９号については、宮城県暴力団排除条例が、平成２３年４月

１日に施行されたことを踏まえ、本市の暴力団排除に関する基本理念、

市の責務及び基本的な施策等を定め、もって市民の安全で平穏な生活を

確保するとともに、社会経済活動の健全な発展に寄与するため、岩沼市

暴力団排除条例を制定しようとするものであります。 

議案第７０号については、駅前広場整備に伴い、自動車駐車場の設置

並びに駐車料金の徴収等に関して必要な事項を定めるため、岩沼市自動

車駐車場条例を制定しようとするものであります。 

議案第７１号及び議案第７２号については、市長、副市長及び教育長

の給料について、昨今の経済、雇用情勢などを総合的に勘案し、これま

での給料の減額措置を平成２５年１２月まで延長するため、岩沼市特別

職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び岩沼市教育委員

会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正

しようとするものであります。 

議案第７３号については、「対象火気設備等の位置、構造及び管理並

びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する省令」の一部

改正に伴い、電気自動車の急速充電設備を火気設備の対象とするため、
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岩沼市火災予防条例の一部を改正しようとするものであります。 

議案第７７号については､岩沼市たけくま集会所の指定管理者として､

「たけくま町内会」を指定することについて、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定に基づき、議会の議決をいただこうとするものでありま

す。 

議案第７８号については、駅前広場の整備に伴い、既存市道の起点に

変更が生じたことにより市道路線を廃止するため、道路法第１０条第３

項の規定に基づき議会の議決をいただこうとするものであります。 

議案第７９号については、津波からの多重防御としての道路及び避難

路、また、駅前広場整備に伴う路線等を新たに市道路線として認定する

ため、道路法第８条第２項の規定に基づき、議会の議決をいただこうと

するものであります。 

議案第８０号については、平成２４年度岩沼市一般会計補正予算（第

５号）で、歳入では、市税、国庫支出金及び県支出金の増、震災復興事

業に充てるための東日本大震災復興交付金基金繰入金の増、歳出では、

防災集団移転促進事業、震災関連市独自支援事業及び千年希望の丘整備

事業に係る経費の増等により、歳入歳出とも｢２９８億５,０１１万円」

を追加し、総額を｢８９５億２，６４４万３，０００円｣にしようとする
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ものであります。 

議案第８１号については、平成２４年度岩沼市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号）で、歳入では、医療費の一部負担金の免除によ

る特別調整交付金等の増、歳出では、医療費の一部負担金の免除に伴う

療養給付費、納付額確定による後期高齢者支援金の増等により、歳入歳

出とも「２億９，４１３万９，０００円」を追加し、総額を「４５億 

６，１６０万４，０００円」にしようとするものであります。 

議案第８２号については、平成２４年度岩沼市後期高齢者医療特別会

計補正予算（第２号）で、歳入では、保険料の減免による後期高齢者医

療保険料の減､歳出では､後期高齢者医療広域連合納付金の減等により、

歳入歳出とも「８９３万１，０００円」を減額し、総額を「３億 

７，９６５万４，０００円」にしようとするものであります。 

議案第８３号については、平成２４年度岩沼市介護保険事業特別会計

補正予算（第２号）で、歳入では、国及び県支出金の増、歳出では、保

険給付費の増等により、歳入歳出とも「１億４,７４１万１,０００円」

を追加し、総額を「２８億６，０２０万５，０００円」にしようとする

ものであります。 

議案第８４号については、平成２４年度岩沼市公共下水道事業特別会



- 20 - 

計補正予算(第４号)で、歳入では、復興交付金事業に係る市債の増とそ

れに伴う他会計繰入金の減、歳出では、消費税納付による公課費の増及

び公共下水道事業費等に人事異動に伴う減により、歳入歳出とも 

「１，６６０万９，０００円」を追加し、総額を「３２億５，５８５万

７，０００円」にしようとするものであります。 

議案第８５号については、平成２４年度岩沼市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第２号）で、歳入では、他会計繰入金の増、歳出では、

消費税納付による公課費の増及び災害復旧費の増等により、歳入歳出と

も「１７６万３,０００円」を追加し、総額を「１億２６５万２,０００

円」にしようとするものであります。 

議案第８６号については、平成２４年度岩沼市特別都市下水路事業会

計補正予算（第２号）で、収益的支出の総係費において、人事異動等に

伴い「９７３万７,０００円」を減額し、総額を「１億５,２８６万円」

にしようとするものであります。 

議案第８７号については、平成２４年度岩沼市水道事業会計補正予算

（第２号）で、収益的収入では、水道料金及び受託給水工事収益の増に

より「１，８２０万円」を追加し、収益的支出では、受託工事費等の増

により「５９１万円」を追加し、資本的支出では、建設改良費等の増に
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より、「６６７万５，０００円」を追加しようとするものであります。 

なお、詳細については、必要に応じて議案審議の際に補足説明を申し

上げますので、よろしく御審議を賜り、原案可決されますようお願い申

し上げます。 

 


